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ＮＰＯや市民活動に
役立つ情報を
お届けします。
みなさまからの
情報提供もお待ち
しております。
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　このコーナーは、毎月一人のＮＰＯの代表者を取り上げ、
　その活動やこれからの目標について思いを熱く語っていただくコーナーです♪

ピックアップんぽ
　　　　　　   登録番号202　一般社団法人サードステージ
　　　　　　　　　　　          代表理事　杉浦達也さん
         　

                                                          
○団体概要：
「サードステージ」は、東日本大震災前の暮らしをファーストステ
ージとし、セカンドステージは震災後の大変だった暮らしがある。
そして、地域の人々が居心地のいい居場所を作るための一歩を
踏み出し、一人ひとりが大切な心に気づき、愛着の持てる地域を
築き育みながら次のステージへ進むため「これからの心を動か
すきっかけを共に」、主に「自立生活支援事業」「牡鹿半島事業」の
二本柱で事業を進めています。

○始めたきっかけ：
様々な事情があり一歩を踏み出せずにいる方々が一歩を踏み出
せる「きっかけ」になれるようにという思いがあります。
「人」は対話や思い・感じること等で「心」を動かすきっかけに気
づくことができる。「心」が動けば「自分」が動く。「心」が動いた
「人」が集まることで「地域」として動くことができる。
東日本大震災の際、自分もいろいろな方に支えられ様々な想いが
積み重なり、地元のために何かできる事はないかと思いました。
自分自身も「心を動かすきっかけ」があったからこそ現在の活動
を始めたので、そのような「きっかけ」を一つひとつ作っていきた
いです。

○現在の活動内容：
自立生活支援事業では、石巻市で東日本大震災による被害を受
け、現在も仮設住宅で暮す方々を訪問し、恒久的な住まいへの
再建に向け、様々な制度の情報提供・相談・手続きなどの協力・
支援を行っています。
すべては対話から、その人の本当の想いや悩んでいることは何
なのか、会話の中にある「ヒント」を常に「アンテナ」をはりながら
見極め関わり続けたいと思っています。

・牡鹿半島事業
牡鹿半島で活動している地域住民や団体、企業、行政や警察、消
防など、業種を問わず約30団体以上で構成する「牡鹿半島ネット
ワーク協議会」では、約月1回牡鹿半島全体の課題解決に向けた
話合いを行っています。 ○これからの目標：

「地域福祉から地域づくりへ」を意識し、寄り添いながら伴歩し見え
る黒子のように関係性を作っていきたいです。
地域の資源は、人も含めての資源です。お互いに活かし活かされ
ながら “地域の宝物”を磨きあって、みんなと一緒に居心地のいい
居場所を目指していきたいです。
居心地のいい居場所から生きがいややりがいが生まれ、それが
地域福祉につながると思っています。これからも石巻事・地域事・
自分事として常にアンテナをはり大切に見極めていきたいです。

一般社団法人　サードステージ

住所：石巻市あけぼの二丁目14-10
電話・FAX：0225-98-5432
メール：thirdstage.2016@gmail.com
HP：　http://thirdstage2016.wix.com/ishinomaki

様々な課題の中でも共通課題の一つとして、牡鹿半島の県道二号
線沿いのポイ捨てごみの清掃活動も行い、毎回60～100名以上の
牡鹿半島に想いを持った方々が自主的に参加してくれます。
活動する姿を見て「ポイ捨てはだめだ」という当たり前の事に一人
でも多く気づいてほしいと思っています。

「浜へ行こう！実行委員会」は、地域の方々の思いから未来の浜づく
りのための交流の場として発足しました。漁業・養殖業体験、マリン
スポーツ体験など、地元の方々と交流しながら生業や暮らしを体
験し、これまで29回の活動を行ってきました。現在では、教育旅行・
企業研修や防災教育を対象とした受入なども行っています。

「寄らいん牡鹿」は、牡鹿半島の住民主体の支えあい・助け合いの
活動です。
地域の方々の交流の場や、離れた友達同士が会えるきっかけの場
など、みんなで出来る事を持ち寄って、自分だけでは不安なこと・
出来ないこともお互いに見守り支え合いながら、楽しくお茶っこし
たり、イベントを開いたり、バスツアーを開催したりして、地域に暮
らす方々の生きがいや居心地のいい居場所を共に作り、孤独死を
無くしたいとみんなで話し合っています。

また、Reborn-Art Festivalや、3.11メモリアルネットワークにも関わ
り、石巻市を訪れる方々や地域に暮す方々とのつながりや交流活
動などを、しっかりと地域や住民の思いを大切にコーディネートし
ていきます。



取材日記

　

イベント情報のお知らせ

 

今月もんぽん舗を読んで頂き、
ありがとうモグ～♪
暑い暑い今年の夏、皆様はどう
お過ごしですか？
石巻では先日、夏の一大イベン
トである川開き祭りが開催され
ましたね！！今年は二日間天候に
恵まれ、花火もとても綺麗に

見えました。たくさんのNPO団体
さんも大活躍でした！！
まだまだ残暑が続くと思うので、
水分補給をしっかりして、熱中症に
気を付けてお過ごしくださいね。
平成最後の夏…ノスタルジックな
余韻を残しつつ、毎日元気に過ご
していきましょう！！

ロックくんの編集後記

 

　君と夏の終わり

日本政策金融公庫からご案内

登録番号199　
特定非営利活動法人　子どもにやさしいまちづくり

ふまねっと運動で健康づくりとまちづくり

石巻でも少しずつ広がりを見せている『ふまねっと運動』開発者の
北澤一利先生をお招きして講演会を開催します。
ふまねっと運動の特徴や効果を学び、体験実技を行います。

●日時：2018年9月7日（金）10：00～12：00
●場所：石巻中央公民館（石巻市日和が丘１-２-７）
●料金：無料
●対象：石巻市に在住の方、石巻市内でボランティア活動を希望する方
●問・申込み：特定非営利活動法人ぱんぷきんふれあい会
　　　　　　080-5749-5500（担当：菅野） 

新規登録団体の紹介

日本政策金融公庫では、ソーシャルビジネス支援資金と
して、NPO法人、またはNPO法人以外であっても

を対象に、最大7200万円（うち運転資金4800万円）までの
融資を行っています。
ご興味のある団体は、ぜひ下記の連絡先までお問合せ下さい。

日本政策金融公庫　石巻支店　国民生活事業
〒986-0825　石巻市穀町16-1
TEL : 0225-94-1201

１、保育サービス、介護サービス事業等を営む方
２、社会的課題の解決を目標とする事業を営む方

この法人は、市民・NPO・行政を巻き込み、あらゆる場面で子どもが
参加できる場をつくり、まち全体を「子どもにやさしいまち」にしていくことで、
子どももおとなも幸せを感じ暮らせる社会の実現を目指すことを目的とする。

・子ども子育て支援者向け研修　　・子ども向けワークショップの開催
・子どもに関わる調査・研修

石巻圏域子ども・若者総合相談センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　出張相談会　　　

学校のこと、進路のこと、病気のこと、お金のこと、就職のこと、
友達関係のこと、障害のこと。不登校やひきこもり、0～39歳までどんな人でも
相談できるセンターです。困ったら、まず相談。一緒に考える人が、ここにいます。
社会福祉士、精神保健福祉士、小中高教員免許、キャリアコンサルタント等、
専門分野の資格をもつ相談員が対応します。

●日時：2018年8月28日（火）9月4日（火）10月2日（火）13：30～16：30
※月一回火曜日　定期開催
●場所：東松島市矢本保健相談センター
●料金：無料
●対象：石巻市・東松島市・女川町にお住いの様々な悩みをお持ちの
　　　  子ども・若者（概ね39歳まで）とその家族

●問・申込み：
石巻圏域子ども・若者総合相談センター
※宮城県から委託を受け、NPO法人TEDICが運営をしています。
電話：0120-255-820　　※要電話予約

登録番号200　
まちづくりNPOげんき宮城研究所

地域を愛するひとみんなが元気になる活動を、グローカルな視点で地域と
時空を越えて行う。

・文化講演会の開催　・～を読む会　・地域活性化に係る活動等
・2011年3月以降は主に復旧復興事業に専念し、他地域の団体と
連携・交流を図り推進中。
・石巻市では「小泉八雲を読む会」を開催。

登録番号201
大人のための子どもの本を読む会

大人が絵本や児童書を中心とした本を読むことを楽しみ、
本を紹介しあうことで、参加者の親睦を図り、絵本や児童書についての知識や
理解を深めることを目的とする。

・月に一回程度の読書会　・読書普及活動
・絵本作家や本の制作に関わる人を招いての勉強会
・原画展、講演会等参加のためのスタディツアー

8月5日（日）宮城県初のユニバーサルビーチを北上白浜海水
浴場にて開催しました。
当日は脳性麻痺など障がいを抱えた方とその家族、福祉・医療
職ボランティアなど総勢25人程でビーチを満喫しました。
10年以上海に入っていない方や、震災後一度も海に行けて
いない方。障がいを抱えていると様々な理由で海水浴が難しい
現実があります。
しかし、環境を少し変化させるだけで、障がいがあっても誰しも
が海は楽しめるもの。今回私たちは環境を考え自分達で水上車
いすに乗り、実際に楽しかった経験を通してそう感じました。
車いすで海に入るの？？そう疑問に感じた方もぜひ来年は
ボランティアに参加してみて下さい。
私たちは今後も石巻でユニバーサルビーチを開催し、誰しもが
海を楽しめるのが当たり前の地域になっていけるよう引き続き
活動してまいります。

☆今回は、石巻ユニバーサルビーチ委員会さんより活動報告です☆


